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丹巴県のカムチベット語

カムチベット語は，チベット語分布地域の東部を占める地域で話される言語で，

下位方言区分が多岐にわたり，方言差異の大きい言語として知られる 1。その方言

の多様性は，川西走廊諸語と呼ばれる非チベット語の分布地域と重なる部分も

あって，複雑な様相を呈している。

四川省甘孜 [dKar-mdzes]2 藏族自治州東部の丹巴 [Rong-brag]3 県は，チベット

の伝統的地域区分では「ギャロン [rGyal-rong]」に含まれる地域で，四土ギャロン

語，ゲシツァ語，カムチベット語，アムドチベット語，そして漢語（西南官話四

川方言の土地の変種）が話される。このうち本稿で扱うカムチベット語は県南東

部で話され，またカムチベット語の中で独立した下位区分を形成する方言である

（Suzuki	2008,	2009:	17）。当地では「二十四村 4話（二十四村方言）」という名称で通っ

ている。徐君（2001）によると，章谷 [Rong-brag]鎮，中路 [sPro-snang]郷，水

子 [Rwa-tso]郷，岳扎郷，梭坡 [Sog-pho]郷，格宗 [dGu-rdzong]郷などで話され

ており 5，話者数は 30000 人弱である。二十四村方言は大渡河 [rGyal-mo	rNgul-chu]
を基準として東西の下位方言に分けられる 6。このカムチベット語分布地域は，言

語分布の観点から見て，東側に四土ギャロン語，北側及び西側にゲシツァ語，南

側にグイチョン語それぞれの分布地域と接しており，チベット語方言としては孤

立した言語島を形成しているように見える。

本稿で扱う言語資料 7 は梭坡郷で話される Sogpho 方言で，漢語の質問文を口頭

で翻訳した形式と自然発話に現れる形式の 2 種類である。音表記は付録 2 の音体

系に記述されるものによる。

 1 カムチベット語の方言分類の全体像は，Suzuki（2009: 17）が川西民族走廊（四川省および雲南省）の範囲内の

見解を提示している。その後数々の修正を加えたが，丹巴県の方言についての見解は今なお有効である。
 2 チベットの地名など固有名詞で語源が分かっているものには，[　] 内にチベット文語形式（蔵文）を添える。
 3 正式名称は Rong-mi Brag-’go である。
 4 この名称は，明清時代に行われた土司制度の行政区分で 24 か村で通用していたということに基づいて名づけら

れたという。
 5 次頁の 2 枚の地図を参照。
 6 二十四村方言のうち，筆者は章谷鎮，中路郷，梭坡郷，格宗郷の各方言を調査した。各方言の対照研究に鈴木（2007）
と Suzuki（2008）がある。

 7 筆者の調査協力者は肖松英さん（女性）で，梭坡郷莫洛 [’Bo-lo]村の出身である。
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* 2 枚の地図は Geocoding（http://ktgis.net/gcode/index.php）を用いて作成した。

図 1　中国西南部における梭坡郷の位置

図 2　丹巴県中心部における Rongbrag 方言群の分布
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語順は動詞（句）が文末にくるのを基本とする。発話によってはそうでない場

合もある。また，名詞句内の修飾構造は修飾語が被修飾語に後置されるのを基本

とするが，特定の接辞を用いて前置される場合も認められる。この場合，修飾句

は主部内在型という形をとりうることがある。

1．名詞句の構成要素

ここでは名詞句の構成要素とその形態論について記述する。

名詞句を構成する要素には，次のようなものがあげられる。

1. 名詞   5. 数詞 / 数量表現

2. 代名詞   6. 形容詞

3. 指示詞   7. 名詞化接辞

4. 類別詞   8. 格標識

以上のうち，名詞，代名詞，名詞化接辞を伴う名詞句が一般的に中心語になる

ことができる。これらの要素について，形態論的特徴と名詞句内での役割をそれ

ぞれ見ていく。

1.1. 名詞

名詞を形態的に定義することは困難である。以下のような形態が認められる。

1. 1 音節語

 `nã「天」，´mi「火」，`sho「土」，_ŋgu「頭」，_mə「人」，¯phaʔ「ぶた」

2. 2 音節語（2 音節語幹または複合語）

  ̄tsha	ɕʅ「温泉」，¯luʔ	phõ「体」，¯ɳtɕhɯ	hpɯ「あごひげ」，ˆdʑɯ	mə「腸」，ˆpo	
ma「チベット人」，ˆrə	mõ「うさぎ」

3. 2 音節語（1 音節語幹＋接尾辞）

 ´ȵi	mo「太陽」，¯hkeʔ	po「腰」，¯phaʔ	mo「母ぶた」

4. 2 音節語（接頭辞＋ 1 音節語幹）

 ¯ʔa	mji「祖父」，`ʔa	hko「兄」，ˆʔa	ʑõ「母方のおじ」

5. 3 音節以上の語

 ¯ta	hpo	ʈo	ma「しわ」，´ʔa	tha	tha「蜘蛛」，´ʈoʔ	ma	tse「蟻」

名詞は名詞句の中心語を構成し，文や節においてさまざまな格標示を受けるこ

とによって文中の役割を果たすものを名詞句ととらえ，主部になることができる

ものといえる。
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1.2. 代名詞

代名詞は人称代名詞と指示代名詞に分かれる。疑問詞のうち，代名詞と同じふ

るまいをするものも含まれる。

人称代名詞の単数については，格標識が後続するときに音形式が変化する。ま

た，1，2 人称能格の場合は格標識 /gə/は用いず，1 音節形式となる。整理すると

以下のようになる（鈴木 2010）。

格 格標識 1 人称 2 人称 3 人称

絶対格 無標 ´ŋə	/	´ŋo ¯ʈhɑʔ	/	¯tɕhɑʔ ´ti:
属格 ce ´ŋ	ce ´tɕhiʔ	ce	/	`tɕhiʔ	ce ´tə	ce
能格 gə ´ŋeʔ ¯tɕheʔ ´tə	gə

その他 lə	(/	de	/	nə	/	sho) ´ŋə	lə ¯tɕhɑ	lə ´tə	lə
表 1　人称代名詞単数の格変化

代名詞が中心語になる場合，格標識を除く他の要素は同一の名詞句内に現れな

い。

1.3. 指示詞

指示詞には /¯nə/（近称）と /´ti:/（遠称）が認められる。

指示詞は中心語の前後に現れ，単独では名詞句を構成できない。/¯nə/は中心

語に先行することが多く，（遠称）は逆に中心語に後続することが多い。文法的

に語順が決まっているわけではないようである。

1.4. 類別詞

類別詞は度量衡の単位を表すものがほとんどである。単独では名詞句を構成で

きない。

1.5. 数詞 / 数量表現

数詞はすべての基数，および特定の数量表現が含まれる。

1.6. 形容詞

形容詞も名詞と同じく，形態的に定義することは困難である。以下のような形

態が認められる。

1. 1 音節語

 _tɕha「大きい」，`tɕhũ「小さい」，`n̥thu「高い」，`thũ「短い」，´ȵe「よい」

2. 2 音節語（2 音節語幹または重複）

 ˆta	hceʔ「中間の」，´kɔ	hkɔ「丸い」，¯hshɔʔ	hshɔʔ「平たい」，¯kha	tshi「からい」
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3. 2 音節語（1 音節語幹＋接尾辞）

 `htõ	bo「からの」，¯ma	pu「赤い」，¯Ŋã	bu「緑の」，¯sha	po「新しい」

4. 3 音節以上の語

  ̄Ŋã	bu	´nã	bu「青い」，́
ɦdaʔ	gɯ	ro	wo「急ぎの」，̀tɕheʔ	pə	hka	su「まあまあの」

名詞句に現れる形容詞は修飾用法で用いられる。詳細は 3節の修飾構造を参照。

1.7. 名詞化接辞

名詞化接辞は動詞または形容詞に付加されることによって，名詞と同様の統語

機能が与えられる。よって，名詞句の中心語になれる。ただしそのふるまいは名

詞とは異なる。一方で修飾語にもなることができる。この点の詳細は 2 節の名詞

句の内部構造を参照。

頻繁に見出される名詞化標識には /ma,	mwə/，/ʑɯ/，/sho/がある。/ma,	mwə/は
基本的に「人」「事物」「道具」を表し，/ʑɯ/は「事物」を表し，/sho/は「道具」「場

所」を表す。形容詞の名詞化は「事物」を表す場合は接尾辞 /re:	mə/を，「人」

を表す場合は接尾辞 /mə/用いる。

名詞化前 名詞化後

¯ɦnã「読む」 ¯ɦnã-ma「読む人」

´so「食べる」 ´so-ʑɯ「食べもの」

´se	´so「ごはんを食べる」 ´se	´so-sho「箸」

¯tɕhʅ	¯thõ「水をくむ」 ¯tɕhʅ	thõ-sho「井戸」

¯hka:	pu「白い」 ¯hka:	pu-re:	mə「白いもの」

´tɕa:「大きい」 ´tɕa:-mə「大きい人」

表 2　主要名詞化接辞一覧

動詞の名詞化について，判断動詞と存在動詞は名詞化しえない 8。動詞語幹に

TAM 標識が付加された状態では名詞化接辞が後続できない。

1.8. 格標識

名詞句は基本的に文の構造に従って格標示が行われる。格体系と格標識の形態

に基づく一覧は以下のようになる（鈴木 2010）。
音声形態をもたない格に絶対格（abs）と場所，時間などを示す場合の位格（loc）

がある。後者については語釈に反映されないが，理論的には位格におかれている

と理解できる。格標識は名詞句の文中での役割を反映するものであるから，厳密

には名詞句を構成する要素であるとはいえない 9。

 8 形容詞用の名詞化接辞 /re:	mə/の第 1 要素は蔵文 red と関連するかもしれないが，Sogpho 方言では red は判断動

詞として用いられない。鈴木（2013）参照。
 9 それゆえ，格標識を伴う句を「格句」と呼ぶなどの観点もある。
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呼びかけなどの場合，名詞だけで成立する 1 語文が認められる。呼格は文法上

の格標識に含まれず，また音形式を伴う格標示は行われないため，便宜的に絶対

格で現れていると解釈するが，語釈に反映されない。

1.9. そのほか

主題標識 /də/は厳密には名詞句の内部構成要素ではないが，各名詞句の格標示

に後続する位置に置かれる。このため，名詞句と密接にかかわっているといえる。

2．名詞句の内部構造

ここでは，名詞が中心語の場合と名詞化標識を伴う句が中心語の場合に分けて記

述する。代名詞が中心語の場合は名詞化標識を伴う句と同様のふるまいを見せる。

2.1. 名詞が中心語の場合

名詞が中心語である場合の名詞句内部の要素の配列は次のようになる。

( 指示詞 )-( 修飾句 )- 名詞 -( 形容詞 )-( 数量詞 )-( 数詞 )-( 指示詞 )- 格標識

最も単純な名詞句は，音形として名詞のみからなり，絶対格もしくは位格に置

かれている（音形なしの格）場合である。以下，/¯phaʔ/「ぶた」を中心語とする

例をあげる。

(1) a ¯phaʔ-φ             b ¯phaʔ  ¯nə-φ
  ぶた -abs              ぶた  これ -abs

  ぶた               このぶた

 c ´ti:  ¯phaʔ-φ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 d	 ¯phaʔ  ¯Φtɕɯ-φ
  あれ  ぶた -abs           ぶた  10-abs

  あのぶた             10 匹のぶた

形式 SAP 標示 非 SAP 標示

ce 属格

gə	/	γə 能格 具格

lə	/	la	/	lo 与格 位格，与格

de 奪格

nə	/	nɔ̃ 内格

sho 所格

無標（φ） 絶対格

表 3　格標識一覧
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 e ¯phaʔ  ¯hka:	pu ´də	ʑi-φ
  ぶた  白い   1 (qtf)-abs

  1 匹の白いぶた

2.2. 名詞化標識を伴う句が中心語の場合

名詞化標識を伴う句が中心語である場合の名詞句の構造は，以下のように単純

である。

名詞化標識つき名詞句 - 格標識

このうち，名詞化標識つき名詞句の内部については動詞句の構成に準じ，名詞

化標識は動詞語幹に直接後続する。名詞化標識を用いて名詞化された句は，それ

自体名詞と同様に機能するとき，名詞と同様に格標識による標示が求められる。

(2) ´tɕõ-ʑɯ-φ	 	 	 ˆjoʔ	lɔʔ
 着る -nml-abs   exv

 着るものがあります。

(3) ´se-φ-də		 	 ´so-ʑɯ-φ  	 ˆjĩ	n̥ɔ̃
 ごはん -abs-top 食べる -nml-abs  cpv

 ごはんとは食べるものです。

(4) ¯hka	hpu-¯re:	mə-φ-¯də	 	 ´mjɛ	̃xwa		 `n̥ɔ̃
 白い -nml-abs-top      綿花    cpv

 白いのは綿花です。

名詞化接辞は行為者 (A) を含む動詞句を名詞化することができない（2.1 参照）。

そのため，行為者 (A) が能格で現れている場合は，行為者は名詞化対象の動詞句

に含まれていないと解釈する。

(5) ´ptsə	lə-γə	 ´tsə	wə-φ	 ´ɦʑĩ-ʑɯ-φ	 	 	 	 ´jĩ	n̥ɔ̃
 猫 -erg   ねずみ -abs  捕まえる -nml-abs  cpv

 a. 猫とはねずみを捕まえるもの［動物］です。

 b. ねずみを捕まえるのは猫が［やること］です。



シナ = チベット系諸言語の文法現象 1：名詞句の構造22

3．修飾構造

修飾構造については，一般の修飾表現と所有表現に分けて記述する。

3.1. 修飾表現

形容詞によって修飾句を形成する場合は，被修飾名詞（句）に形容詞が後続す

る形で現れる。また，文脈が明示的である場合は被修飾名詞（句）は省略可能で

ある。

(6) ´tõ-ce	 	 	 ´luʔ	phõ	 ¯hka	pu-de	 ´nã	bu-φ-γə	 	 _ȵõ
 パンダ -gen 体    白い -abl  黒い -abs-top   少ない

 パンダの体は白より黒の方が少ないです。

この例では，形容詞「黒い」の被修飾名詞句は「パンダの体」であるが，それ

が音形式として現れていないと解釈する。

疑問詞「どんな」が名詞を修飾する場合，疑問詞は前置される。

(7) ¯tɕhɑʔ	 `htɕi		 ´lu-φ	 	 ´jĩ
 2.abs  何   年 -abs  cpv

 あなたは（干支は）何年ですか？

名詞化接辞によって修飾句を形成する場合は，被修飾名詞（句）を外部から修

飾せず，主部内在型の構造をとる。この場合の名詞化には特別の接辞 /ŋwo/が用

いられ，これ以外の用法をもたないことから，形容詞化接辞とも呼べるだろう。

この接辞を用いて動詞句を名詞化する場合，動詞句の構造にもまた変更が加わり，

名詞化対象の句の行為者 (A) は能格ではなく属格で現れる。

(8) ´ŋeʔ		 ´tə-ce	 ´ji	γi-φ	 ´ʈə-ŋwo-φ	 	 	 ´ŋo	ȿhi:
 1.erg  3-gen  字 -abs  書く -nml-abs   識別できる

 私は彼の書いた字を識別できます。

この例では，動詞 /´ŋo	ȿhi:/「識別できる」の行為者 (A) が /´ŋeʔ/「私」，被動者 (P)
が /´ji	γi/「字」を文の基本構造とし，P に /´tə-gə	´ʈə/「彼が書く」という要素を

接辞 /-ŋwo/によって「形容詞化」して埋め込んでいるといえる。

ただし非修飾対象の名詞（句）に修飾句を後置する例もある。名詞化の用例は

非常に少ない。それが Sogpho 方言を特徴づける要素であるのかもしれないが，

調査が不十分であるということは否めない。



鈴木博之：カムチベット語梭坡 [Sogpho] 方言（丹巴県）における名詞句の構造 23

3.2. 所有表現

所有表現は属格を用いて表現する。所有者に属格を配し，所有物に前置して表

す。所有以外にも所属，属性などの関係を表す場合にも同様の構造が用いられる。

(9) ´ŋ	ce `jɑ:
 1.gen  ヤク

 私のヤク

(10) ¯hʈa	ʂhi-ce  ´thõ	ɕwo
 psn-gen   クラスメート

 タシのクラスメート

(11) ´ʈu-ce   ´sha	ŋã
 小麦 -gen  種

 小麦の種

略号

語釈に用いる略号は以下のようである。ただし，形態素の意味がよく分かって

いないものには語形をそのまま提示している。

1 …………………………… 1 人称 exv …………………………存在動詞

2 …………………………… 2 人称 gen ………………………………属格

3 …………………………… 3 人称 nml ………………………名詞化標識

abs …………………………絶対格 psn ………………………………人名

cpv ………………………判断動詞 qtf ………………………………量詞

erg ……………………………能格 top …………………………主題標識

また，複数の略号が 1 つの語形に重なるとき，. で区切って示す（たとえば 1.erg

など）。
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付録：Sogpho 方言の音体系

概要を以下に示す。詳細は鈴木（2005）を参照。

声調

声調は語単位でかかる。

 ¯：高平  ́：上昇  ˆ：上昇下降

 _：低平  ̀：下降

母音

以下の各母音につき，長 / 短，鼻母音 / 非鼻母音の対立がある。

ʅ i        ɯ u
e   ɵ ə   o
ɛ      ɔ
a    ɑ

子音

子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧を示す。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

閉鎖音 無声有気 ph th ʈh ch kh

無気 p t ʈ c k ʔ
有声 b d ɖ ɟ g

破擦音 無声有気 tsh tɕh

無気 ts tɕ
有声 dz dʑ

摩擦音 無声有気 sh ʂh ɕh xh

無気 φ s ʂ ɕ x h
有声 z ʐ ʑ γ ɦ

鼻音 有声 m n ȵ ŋ
無声 m̥ n̥ ɳ Ŋ

流音 有声 l r
無声 l ̥

半母音 w j

子音連続のパターンとして，主だったものに前鼻音，前気音，初頭両唇閉鎖音

などがある。
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